











































✰ 3 点に分類し，重点を置いたことである (文部科学省，2011，p.5) 。今回の学習指導要用の改訂














Foreign Service Institute は，アメリカ人英語母語話者が様々な言語を習得する際にどの程度困難を感
じるのか，どれぐらいの期間でどの程度習得が可能なのかという観点から言語間の距離を調査した
(Foreign Service Institute，n.d.) 。その結果，英語母語話者にとって日本語は，最も習得が難しいとされ

















いて論じる。次に，理論モデルの構築にあたり，基盤となる理論として，Ryan & Deci (2017) による
自己決定理論について概観する。最後に，本研究が提唱する理論モデルを提唱し，分析を行 
う。 






































































3. 2. 基本的心理欲求理論 










































































影響を分析した仮説モデル (Figure 1 及び2)と，外発的動機づけ（「異文化交流動機」・「進路達成動























































































から，両者はお互いに影響を与えあっている事が仮定される。したがって，Figure 1 と2 の仮説モ 











向があるため (Bentler & Bonnet，1980)，Hu & Bentler (1999) は，複数の適合度指標を用いることを
提案している。そこで，本研究は，サンプル数を考慮し，GFI (Goodness of Fit Index)とAGFI 
(Adjusted GFI)，CFI (Comparative Fit Index)，さらにRMSEA (Root Mean Square Error of 
Approximation) を指標にした (狩野・三浦，2002)。GFI は，モデルの分散・共分散行列がデータの
分散・共分散行列を，どの程度再現できているかを示す指標である。さらに，モデルの自由度と推
定パラメータの数を考慮した指標がAGFI である。どちらも値が1 に近いほど当てはまりがよいと




たりの量として表したものである(Steiger & Lind，1980)。0.0 が最もよい値であり，0.05 以下で あ
れば当てはまりがよく，0.1 以上はよくないと判断される (Browne & Cudeck，1993)。 
 
5. 結果 
仮説モデルに対して，Amos Graphics 22 (Arbuckle, 2013)  を使い共分散構造分析を行った。Figure 
1 の「異文化交流動機」から「自発的学習動機」への直接効果と，「異文化交流動機」が「進路達成
動機」を経て「自発的学習動機」への間接効果を測定するモデルの分析結果 (Figure 5)は，高い適
合度を示した (χ2 (62) = 642.974，p < .001，χ2/df = 10.371，GFI = .960 & AGFI = .941，CFI = .962， 
RMSEA = .063)。各パスの標準化推定値の係数をみてみると，「異文化交流動機」から「自発的学習
動機」へのパスは，正の効果を示し，有意であった(β = .210，p < .001)。「異文化交流動機」から 
「進路達成動機」(β = .795，p < .001)を経て「自発的学習動機」へのパス (β = .587，p < .001) は， 
正の間接効果を示し，有意であった (β = .467，p < .001)。これらの結果から，「異文化交流動機」は，
「進路達成動機」を経た方が，「自発的学習動機」へ高い影響を示すことが分かった。「異文化交流動機」
















化交流動機」を経て「自発的学習動機」への間接効果を測定するモデルの分析結果 (Figure 6) は，
高い適合度を示した (χ2 (62) = 642.974，p < .001，χ2/df = 10.371，GFI = .960 & AGFI = .941，CFI 
= .962，RMSEA = .063)。各パスの標準化推定値の係数をみてみると，「進路達成動機」から「自発的
学習動機」へのパスは，正の効果を示し，有意であった (β = .587，p < .001)。「進路達成動機」 か
ら「異文化交流動機」(β = .795，p < .001)を経て「自発的学習動機」へのパス (β = .210，p < .001) は，
正の間接効果を示し，有意であった (β = .167，p < .001)。これらの結果から，「進路達成動 
機」は，「異文化交流動機」を経ての効果よりも，直接交換の方が，「自発的学習動機」へ高い影響を示
すことが分かった。「異文化交流動機」及び「進路達成動機」から「自発的学習動機」への決 定係数 
(R2)は .585 であり，外生変数のすべては，「自発的学習動機」の分散の約59%を説明していた。 











交流動機」を経て「進路達成動機」への間接効果を測定する分析する仮説モデルの分析結果 (Figure 7) は，
高い適合度を示した (χ2 (62) = 642.974，p < .001，χ2/df = 10．371，GFI = .960 & AGFI = .941， CFI 
= .939，RMSEA= .083)。各パスの標準化推定値の係数をみてみると，「自発的学習動機」から「進路達成
動機」へのパスは，正の効果を示し，有意であった (β = .399，p < .001)。「自発的学習動機」から
「異文化交流動機」(β = .677，p < .001)を経て「自発的学習動機」へのパス (β = .525，p < .001) は，
正の間接効果を示し，有意であった (β = .355，p < .001)。これらの結果から，「自発的学習動機」は，
「異文化交流動機」を経ての効果よりも，「進路達成動機」への直接効果の方が，高い影響を示 すこと
が分かった。「自発的学習動機」が「異文化交流動機」を経て「進路達成動機」へのモデルの 決定係数 (R2)














達成動機」を経て「進路達成動機」への間接効果を測定する分析する仮説モデルの分析結果 (Figure 8) は，
高い適合度を示した (χ2 (62) = 642.974，p < .001，χ2/df = 10．371，GFI = .960 & AGFI = .941， CFI 
= .962，RMSEA= .063)。各パスの標準化推定値の係数をみてみると，「自発的学習動機」から「異文化交
流動機」へのパスは，正の効果を示し，有意であった (β = .180，p < .001)。「自発的学習動機」から「進路
達成動機」(β = .754，p < .001)を経て「異文化交流動機」へのパス(β = .660，p < .001)は， 正の間接効
果を示し，有意であった (β = .497，p < .001)。これらの結果から，「自発的学習動機」は， 
「異文化交流動機」への直接効果よりも，「進路達成動機」への間接効果の方が，高い影響を示すこ と
が分かった。「自発的学習動機」が「進路達成動機」を経て「異文化交流動機」へのモデルの決定係数 (R2)
は .646 であり，外生変数のすべては，「進路達成動機」の分散の約 64%を説明していた。 

























成動機」が強い影響力を持つ動機づけであることが確認された。志村 (2013) の調査結果同 
様，本研究でも試験勉強が1 つの強い動機づけになっていることが明らかとなった。 
各パス係数の強さも中学生の動機づけの現状を反映していた。外発的動機づけが内発的動機づけ
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脚注 
 
1.自己決定理論には，ほかに「認知的評価理論」「因果志向性理論」「目標内容理論」「関係性動機づ
け」の下位理論がある 
